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【研究動機と背景】 

私は昨年度、道に大量のフンをしている鳥を追う研究をした。その中で様々な鳥を追跡調

査し、鳥だけが持つ「羽」についてとても興味がわいた。中でも鳥のお尻についている「尾

羽」は飾り程度にしか考えていなかったが、調べていくうちに自分が思っているよりもすご

いものだということがわかってきた。私は最初、鳥は大きいほど尾羽は長いと思っていたが、

そうではないのかもしれないという疑問が浮かんだ。そこで今回は鳥の体長と尾羽の長さに

ついて研究することにした。 

 

【先行研究】 

鳥の先生に尾羽に関する研究はどのようなものがあるのかを聞いたり、インターネットで

調べたりしたが見つけることが、翼についての研究はたくさん見つかったが、尾羽だけに関

する研究を見つけることは出来なかった。 

 

【仮説１】 

私は「鳥の体長と尾羽の長さは比例している」と考えた。 

なぜなら“人は背が高いほど手足が長い”と考えたからだ。 

 

【事前考察、調査】 

 そもそも、尾羽の役割とはなんだろうか。人間の手にあたる部分の大きな翼は羽ばたき飛

ぶためである。尾羽の役割を検証する前に調べ、まとめる。 

≪尾羽の役割≫ 

・風の抵抗を大きくし、着陸の時などに使う。（安定と制御） 

・飛行の時に角度をとり、調節する 

・ホバリング     ・体を支える 

・求愛        ・威嚇      ・縄張り主張

大きな翼がエンジンやアクセルだとすると、尾羽は操縦するハンドルやブレーキだと考えた。 

＞＜ 



【検証】 

鳥の体長と尾羽を計測し、比較する。実際の鳥を計測するのは難しい（日本にいる時期が限ら

れる鳥も多いし、野鳥の捕獲は難しい）ので、博物館などが所有している本剥製や仮剥製を計測

することにした。 

 

≪計測の材料≫ 

・鳥の剥製（仮剥製、本剥製） ・ノギス 

・1000 ㎜定規（計測用） 

・15 ㎝定規（計測用） 

・ノート 

・ペン 

 

≪計測方法≫ 

―体長― 

①1000 ㎜定規の上に仮剥製を寝かせるよう 

置く。（仰向けでくちばしの先が定規の 0 ㎜

のところに来るようにぴったりに） 

②定規に合わせてピシッと置けたら、尾羽の 

一番長いところの先の値を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

―尾長（右利きの人）― 

①仮剥製を左手で仮剥製をうつ伏せにして 

包み込むように優しく持ち、右手で 15 ㎝ 

定規を持つ。 

②仮剥製の尾羽に定規を挿す。 

③定規がお尻に当たって止まったところの 

目盛りを読む。

 

 

≪実測≫ 

計測場所は福井市自然史博物館と、福井県自然保護センター、福井県松島水族館で行い、105 種

類 229個体の計測結果を得られた。（松島水族館は生存個体だったので飼育員さんにお願いをした。） 

計測修了後、それぞれの鳥の目（もく）、科、属、種、性別、体長、尾長、一般的な体長、渡り、

生息環境、住む地域、食べるもの、尾長/全長の比率、その鳥の基礎情報（その他）、標本番号、採

餌方法をパソコンに入力した。同じ種の個体も複数計測したので、その場合は数値の平均を取り入

力した。最高ではシロハラの 24 体だった。（補足資料①） 

 

 

 



≪結果≫ 

仮説①の「鳥の体長と尾羽の長さは比例している」を実証するため、鳥の全長と比率（尾羽/全

長）の散布図を作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※あくまで赤い矢印は例です 

 

仮説①通りなら赤い矢印のように、全長が大きくなれば比率が大きくなるように点が並んでいる

はずだが、グラフの点はバラバラで一直線に並んでいない。よって、体長が大きいほど尾羽が長い

わけではない、ということがわかった。 
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【仮説②】 

鳥の体長と尾羽は生息環境や食べ物の獲り方、渡りの有無で違うのではないか。 

 

【検証】 

計測したデータの中で、同じ種が複数個体ある場合は、平均を取り値とした。（最高 24 体平均

（シロハラ））。調べたデータを生息環境、食べ物の獲り方、渡りの有無でグループ分けをして、そ 

の項目ごとに分けた鳥それぞれの比率で平均を取った。 

 

『生息環境で比較した尾羽の比率』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『食べ物の獲り方で比較した 

尾羽の比率』 

 

 

 

 

 

 

 

 

『渡りの有無で比較した尾羽の比率』 

 

 

 

 

 

 

 

市街地

（ｎ＝15）
38.3%

農耕地、草地

（ｎ＝14）
34.2%

森林

（ｎ＝46）
39.3%

川辺

(ｎ＝23)
19.6%

海

（ｎ＝11）
17.3%

待ち伏せ、狩り

（ｎ＝9）
40.4%

つまみ取り

（ｎ＝81）
34.4%

潜水

（ｎ＝17）
16.6%

渡り無し

（ｎ ＝36）
34.4%

短距離渡り

（ｎ＝13）
34.2%

長距離渡り

（ｎ＝52）
31.2%



・生息環境でグループ分けをする際、比較をしやすくする為に 

（市街地）（農耕地・草地）（森林）（川辺）（海） 

の 5 グループに振り分けをした。結果、市街地、農耕地・草地、森林は全長に占める尾羽の割合

は４０％ほどだったが、水辺にいる鳥は２０％より少なくなり、尾羽が短い傾向にあることが分

かった。 

 

・食べ物の獲り方でグループ分けをする際は 

  （待ち伏せ・狩り）→餌は小型動物など 

（つまみ取り） →餌は花の蜜、果実、昆虫など 

（潜水）  →餌は主に魚や水生昆虫など 

 の３グループに振り分けた。餌で分けようと思ったが、より尾羽に重点を置きたいと思ったので、

食べ物の獲り方にした。こちらも潜水して食べ物を獲るグループが２０％よりも少なくなった。 

 

・渡りの有無については 

（渡り無し）  →日本にずっといる留鳥 

（短距離渡り） →漂鳥（日本国内を移動している鳥） 

（長距離渡り） →夏鳥（夏だけ日本にいる鳥）、冬鳥（冬だけ日本にいる鳥）、 

旅鳥（渡りの中継地として日本に立ち寄る鳥） 

 の３グループに振り分けた。数値自体に大きな差は見られなかったが、長距離を移動するグルー

プは尾羽が短かった。 

 

以上の結果から、事前に考えた尾羽の役割（事前考察）と照らし合わせて考えてみる。街の中や 

木々がある場所を飛ぶ鳥には尾羽の制御の働きから尾羽は長く、逆に広々とした海上などでは風に

乗り安定させるように短くなっているのではないかと考えた。同じように、潜水して食べ物を獲る

鳥は抵抗にならないように尾羽は短くなっている。また、長距離飛行の際にも風にのり安定するよ

うにあまり尾羽は長くないのだろうと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



【仮説③】 

水鳥の尾羽がとても短い傾向にあることがわかった。 

尾羽が長いと潜水に邪魔になるからだろうか？ 

水に潜る際に尾羽の長短は関係があるのだろうか。 

 

 

【検証】 

水鳥の尾羽が潜水の際にどのような働きをしているのかをしているのかを検証する。 

尾羽なし、長い尾羽あり、短い尾羽ありの鳥を水に潜らせて、底に着くまでの時間を計測し比較す

る。 

 

≪実験の材料≫ 

・ノート 

・ペン 

・テープ 

・アヒルじょうろ＋砂利 

・おかしのおまけ 

（鳥フィギュア）＋磁石 

・プラバン 

・ストップウォッチ 

・水槽 

 

≪方法≫ 

今回はおかしのおまけの鳥のフィギュアとアヒルじょうろの２種類を使うことにした。 

まず、フィギュアが沈む程度の重りを取り付ける。同じくじょうろが沈む程度の砂利を入れる。

尾羽なしのもの、尾羽が長いサンコウチョウの比率（74％）のプラバン尾羽を付けた物*（長い羽）、

「潜水グループ」の平均値（17.9％）のプラバン尾羽を付けた物**（短い羽）、以上 3 種類を水に

入れ、底に着くまでの時間を計測した。各回 10 回行い、その平均をまとめた。（次ページ） 

 

*長い羽の計算 

フィギュア体長  89.38 ㎜×0.74＝66.1412 ㎜  約 66 ㎜ 

じょうろ体長  335.45 ㎜×0.74＝248.233 ㎜  約 249 ㎜ 

 

**短い羽の計算 

フィギュア体長  89.37×0.179＝15.99723  約 16 ㎜ 

じょうろ体長   335.45×0.179＝60.04555  約 60 ㎜ 

 

 

≪結果≫ 

結果として、フィギュアの方は尾羽がないときよりも短い尾羽を付けた方が早く潜れた。

（底に着いた）。しかしじょうろの方は尾羽がないときよりも長い尾羽を付けた方が早かっ

た。尾羽の有無に対して差が出たわけではなく、この実験は失敗したと判断した。 



 

 

 

 

 

＋おもり（磁石）             ＋おもり（砂利） 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪考察≫ 

 この実験の失敗点を考察する。 

・尾羽やおもりを付ける時のテープの長さがその時々で違い、重さが違っていた。 

・尾羽がフィギュアやじょうろに重さに対してペラペラすぎて尾羽としての役割を果たしていな

い。（抵抗になっていない） 

・実験の時々で尾羽の角度がずれていたのかもしれない。 

・生きている鳥はできるだけ沈まず浮いている。（沈むと死んでしまう） 

 ＝無理やり沈ませるのは違うのではないか… 

 

【尾羽なし】  【長い尾羽】  【短い尾羽】 

①  0.31      0.43            0.81 

②  0.52      0.42            0.65 

③  0.53      0.41            0.46 

④  0.44      0.53            0.50 

⑤  0.85      0.39            0.62 

⑥  0.34      0.58            0.59 

⑦  0.50      0.43            0.53 

⑧  0.36      0.42            0.63 

⑨  0.19      0.44            0.45 

⑩  0.51      0.37            0.57  

平均   0.455秒     0.442秒        0.581秒 

 

【尾羽なし】  【長い尾羽】  【短い尾羽】 

①  1.84            1.38            0.97 

②  1.62            1.61            0.96 

③    1.56            1.32            0.97 

④    1.34            1.43            1.00 

⑤    1.63            1.57            1.00 

⑥    1.24            1.45            1.19 

⑦    1.13            1.66            1.19 

⑧    1.30            1.59            1.38 

⑨    1.25            1.62            0.87 

⑩    1.31            1.83            1.00  

平均   1.42秒         1.40秒          1.05秒 
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体長    335.45 ㎜ 

重さ      57g 

長い羽    249㎜ 

短い羽     60 ㎜ 

 

 



頭から足までが

一直線 

根本的な改善が必要だと考え、鳥が潜ることについて考え直すことにした。 

しかし水鳥などはあまり身近ではなく、その姿や行動を見ることもなかなかできない。考えた結果、

ペンギンの行動を見学しに行くことにした。 

三国にある松島水族館でペンギンを見学している中で、同館の副館長先生とお話をすることがで

き、ペンギンについて教えていただけた。 

 

 

＜福井県松島水族館・副館長先生のお話＞                 

・ペンギンは、泳ぐことや、潜ることに特化している。 

体のつくりも泳ぎやすいように頭、尾羽、足が 

真っ直ぐ一直線になるようになっている。 

 

 

・普通の飛ぶ鳥であれば、重力と戦いながら飛んでいるため上を向きながら飛ぶが、ペンギンは浮

力と戦いながら泳いでいるため、下を向きながら泳ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

・普通の鳥は尾羽で方向転換をしたりするが、ペンギンはしない。 

潜水や泳ぎに邪魔にならないようにとても短くなっている。  

 

 

・飛ぶ鳥は軽量化のため骨がストロー状だが、ペンギンは骨がぎっしり詰まっている。 

・普通の飛ぶ鳥は、一本一本の羽が左右非対称についているが、ペンギンは飛ばないため、羽は左

右対称になっている。 

 

 お話を聞いてとても納得した。ペンギンは飛ぶことをやめ、泳ぐこと・潜ることに特化し進化し 

た。最初ペンギンを見ても「かわいい」としか思わなかったが、先生のお話を聞いてから改めてペ 

ンギンを見ると、足の付き方、羽の生え方、泳ぎ方、歩き方までもが今までとは違って見えた。同 

じ鳥なのに、昨年追いかけていた空を飛ぶ鳥とは全く違ってすごいと思えた。私が特に感動したの 

は空を飛ぶ鳥は頭が上を向き、海に潜る鳥は頭が下向きになるということ。重力と浮力について 

「かかっている力が違うのですよ。」と言われて、自分が立っている時とプールに入っている時を 

想像した。鳥も、その進化も本当にすごいと思った。 

上向き 

下向き 



 【まとめと今後の展望】 

今年度もコロナが流行っていたのであまり遠出もできず、頻繁に人に会うこともできず、かな

り制限のある中での研究になった。しかし「時間や場所が限られている」ということがプレッシ

ャーになり、いつも以上に丁寧に、そして事前準備をしっかりとして調査ができたのではないか

と思う。自宅にいる時間がとても長かった分、外での調査をしっかりと活かすためにはどうした

らよいか、どうまとめるとよいかとじっくりと考え、時間をかけてまとめられたと思う。わから

ないことはメールや電話を使って先生に相談したりできたのがとても助かった。でもできれば直

接あって質問をしたり、話ができたらもっと良かったと思った。 

今回はまとめを始めてからも、少しでも機会があれば粘って計測する鳥の数を増やした。計測

場所が福井県内だけなので、どれくらいの計測数になるのかとても不安だったが、生きているも

のも合わせてとても満足のいく結果になった。周りの方に、とても無理を言ったことが申し訳な

かったが、どの先生も笑顔で応えてくださり、きちんとこの研究をまとめ終えたいと思えた。そ

してしっかりとお礼を言いたいと思った。 

 

データはかなり細かく情報を入力することができた。今回は生息環境や食べ物の獲り方、渡り

だけで分けたが、「その他」に書いた情報ももう少し活かせる方法を見つけられたらと思った。

また、松島水族館の先生のお話がとても興味深くおもしろいと思ったので、ぜひ今度は自分の

足に重りを付け、自分で潜ってみて、潜水する鳥が感じている“浮力”を感じてみたいと思った。

「こうだろう」と思っていたり、知識だけを持っているのだけではとても不十分だということ

が「実物を見る」ということで強く感じられた。早く外での活動が自由にできるようになると

いいなと思った。もっと実際に実験をしたり、実物を見たり、自分の目で見て、耳で聞くこと、

感じることがこんなに大切だと思えたことが今回本当に良かったと思う。たくさんの鳥を見て

触れることができたが、今度はぜひその鳥たちが大空を飛んでいる姿や、実際どのように尾羽

を使っているのかを自分の目で見て確認したいと思った。 
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この研究をまとめるにあたり、多くの先生方にご支援、アドバイスをいただきました。 

大変お世話になりました。本当にありがとうございました。 



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

1 キツツキ キツツキ アオゲラ アオゲラ（５体平均） 283.04 92.6 290 留 森林 日本（本州、四国、九州） 昆虫、果実 つまみ取り 32.7% 日本の固有種だが、北海道と沖縄にはいない。

2 スズメ ホオジロ ホオジロ アオジ（5体平均） 141.4 60 160 漂 市街地 東アジア 種子、昆虫 つまみ取り 42.4% 本州中部以北の森で繁殖。

3 ハト ハト アオバト アオバト 292 122 330 留 森林 日本・台湾・中国南部 果実 つまみ取り 41.8%
森にすむハトだが、ミネラルを補給するために海水を飲みに

行く。
237 オス

4 ブッポウソウ カワセミ ヤマショウビン アカショウビン（2体平均） 255.2 64 260 夏 森林 日本、朝鮮半島、東南アジア
昆虫、カニ、カ

エル、蛇
つまみ取り 25.1%

森にすんでいる。土でできたシロアリの巣に穴をあけて、巣

をつくることがある。

5 スズメ ツグミ ツグミ アカハラ 243.1 89 240 夏、冬 農耕地、草地
日本、サハリン（繁殖地）、

中国南部、台湾（越冬地）

昆虫、ミミズ、

果実
つまみ取り 36.6% 夏は森で繁殖し、冬になると平地の林に降りてくる。 なし オス

6 スズメ アトリ アトリ アトリ 174.5 64.5 135-150 冬 森林 日本、ユーラシア大陸
種子、果実、昆

虫
つまみ取り 37.0% 冬鳥として全国に渡来。数十万羽もの大群になる事がある。 Z102-00100018003

7 スズメ アトリ イカル イカル（5体平均） 185.6 62.2 180-230 漂 市街地 日本、極東ロシア、中国南部 種子、昆虫 つまみ取り 33.5%
太く黄色いくちばしが良く目立つ。九州以北に留鳥として生

息。声が大きい。

8 スズメ ヒタキ イソヒヨドリ イソヒヨドリ（2体平均） 218 67.5 200-230 留 市街地
日本、ユーラシア大陸南部、

東南アジア、アフリカ

昆虫、トカゲ、

果実
つまみ取り 31.0%

主に海岸付近に生息。最近では海から離れた市街地でもみ

る。
Z0102-00100027001

9 ペンギン ペンギン マカロニペンギン イワトビペンギン 500 80 450-580 ---- 海

フォークランド諸島、マッ

コーリー島、プリンス・エド

ワード諸島、クローゼー諸

島、ケルゲレン諸島（繁殖

地）、ハード島、マクドナル

ド諸島、トリスタン・ダ・

クーニャ諸島

オキアミなどの

小さな甲殻類、

イカ、タコ、小

魚

潜水 16.0% 岩と岩を飛んで移動することから、この名前が付いた。 松島水族館（生存個体）

10 スズメ ウグイス ウグイス ウグイス 129 53 オス155、メス135 漂 森林 東アジア 昆虫、果実 つまみ取り 41.1%

ホーホケキョはオスだけ。声でコミニケーションをとるのが

得意。丸く短い翼と長い足を持ち、小柄な鳥が多い。やぶや

低木林に住み、色が地味。日本のウグイスは渡りも行う。

ＡＶ163 メス

11 キジ キジ ウズラ ウズラ 210 43 170-190 留 農耕地、草地 東アジア
植物の芽や種

子、昆虫
つまみ取り 20.5%

オスもメスもも地味。日本のキジの仲間では、数少ない渡り

鳥。野生は数が減っていてめったに見られない。家禽として

飼育。

493

12 チドリ ウミスズメ ウトウ ウトウ 411.2 44 380 留 海 北太平洋 魚 潜水 10.7%

北海道の点売島などに大きな繁殖地がある。草原に穴を掘っ

て子育てをする。潜水が得意。水中で翼をはばたくように泳

ぐ。飛ぶこともでき、かなりのスピードで一直線に飛ぶ。集

団で子育てをする。

なし

13 チドリ ウミスズメ ウミスズメ ウミスズメ 265 34 260 冬 海 北太平洋 魚、甲殻類 潜水 12.8% 特に無し なし

14 フクロウ フクロウ フクロウ エゾフクロウ 466 217 480-520 留 森林 日本（北海道のみ） 鼠、鳥 待ち伏せ、狩り 46.6% 渡りはしない。 464

15 キジ キジ エゾライチョウ エゾライチョウ 309 116 350-400 留 森林
日本（北海道）、ユーラシア

大陸

植物の芽、種

子、昆虫
つまみ取り 37.5%

ヨーロッパ北部からアジア北東部までの森に広く分布しま

す。日本では、北海道で見られます。冬のライチョウは、雪

に穴を掘ってその中で寝る。オスの求愛ダンスが特徴。寒い

所に住んでいるので、足の先まで羽毛に覆われている。

41 オス

【補足資料①】 計測全データ 計測種類は105種類229体



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

16 スズメ エナガ エナガ エナガ 138 67.5 135 留 市街地 日本、ユーラシア大陸
昆虫、クモ、果

実、樹液
つまみ取り 48.9%

コケや鳥の羽毛などをクモやガの幼虫の糸でくくりつけて、

ドーム状の巣を作ります。尾羽がとても長く、小さな鳥。林

に住んでいて、細い枝先に留まるなど、長い尾羽がバランス

をとるのに役立つ。あまり遠く飛ぶことは無く、渡りはしな

い。

Z102-00100057002

17 チドリ シギ エリマキシギ 250 56 オス290めす220 旅 川辺
ユーラシア大陸北部から北極

圏

甲殻類、ゴカ

イ、昆虫
つまみ取り 22.4% 特に無し 313 オスA

18 ペンギン ペンギン オウサマペンギン オウサマペンギン 900 60 850-950 ---- 海

ケルグレン島、サウスジョー

ジア島、ハード島、クロゼ諸

島、フォークランド諸島、プ

リンス・エドワード諸島（繁

殖地）

魚、イカ、甲殻

類
潜水 6.7%

別名キングペンギン。繁殖期には「ルッカリー」とよばれる

集団繁殖地に大勢で集まる。ヒナは、ある程度大きくなると

ヒナたちだけで集まって「クレイシ」と呼ばれる群れを作

り、寒さをしのぎ、集団生活をする。。その間に親鳥はエサ

を取りに出かける。

松島水族館（生存個体）

19 フクロウ フクロウ オオコノハズク 300 89 240 留 森林
ロシア東部、中国東部、東南

アジア

ネズミなどの哺

乳類、鳥類、昆

虫

待ち伏せ、狩り 29.7% 特に無し 518

20 チドリ シギ タシギ オオジシギ 290 52 230-330 夏 川辺
日本（繁殖地）オーストラリ

ア（越冬地）

ミミズなどの土

壌生物
つまみ取り 17.9%

繁殖地がほぼ日本にしかない、貴重なシギ。大声で鳴くきな

がら飛び、急降下の時に尾羽を鳴らして縄張りを主張。食べ

物に合わせてくちばしの形が進化。足が比較的長いので、水

の中に歩いてはいることができるが、泳ぐのが得意ではな

い。日本は渡りの中継地。

467

21 スズメ ホオジロ ホオジロ オオジュリン 153 64 160 夏 農耕地、草地
日本、ユーラシア大陸、アメ

リカ北部
種子、昆虫 つまみ取り 41.8%

主に北海道の湿原で繁殖し、冬は関東以南のヨシ原で越冬。

ヨシの茎の中にいる昆虫をとらえて食べる。草原などの開け

た環境で草のタネを食べている。地味な色をしているのは、

開けた所で暮らしているため、敵に見つかりにくいようにす

るため。南極を除く全世界に分布。

オス

22 タカ タカ ハイタカ オオタカ（2体平均） 450 221.5 おす500めす600 留 森林
日本、ユーラシア大陸、北ア

メリカ
鳥類、哺乳類 待ち伏せ、狩り 49.2%

森林に住み、鳥が主な獲物。くちばしは獲物の肉を引きちぎ

るのに使うだけ。狩りは、足を使う。長く鋭い爪でひっかけ

たりつかんだりして獲物を捕らえる。飛ぶスピードはとても

速く、アクロバットのような複雑な飛行もできる。メスの方

が大きい種が多い。

23 ツル クイナ オオバン オオバン 387 61 380 漂 川辺
日本、ユーラシア大陸、アフ

リカ、オーストラリア
植物の葉や種子 つまみ取り 15.8%

足指が平たくなった弁足になっており、潜水が得意。水中の

水草をよく食べる。飛べない。基本的には地上で生活し、草

陰直に潜んでいることが多いので、観察しにくい。

585

24 ミズナギドリ ミズナギドリ オオミズナギドリ オオミズナギドリ 443 146 480 夏 海 北太平洋西部 魚、イカ 潜水 33.0%

日本で最もよく見られるミズナギドリ。繁殖地は日本周辺に

ある。細長い翼を使ってほとんどはばたくことなく1日に100

キロ以上もの距離を飛ぶ。潜水も得意で、獲物を追って深さ

60ｍまで潜ることができるものもいる。陸上では1ｍにもな

る穴を掘って巣を作る。

387 オス

25 スズメ ヒタキ オオルリ オオルリ（4体平均） 145.5 59.25 165 夏 市街地

日本、朝鮮半島、中国東北部

（繁殖地）、東南アジア（越

冬地）

昆虫、果実 つまみ取り 40.7%

日本では夏鳥として山地の渓流沿いの森に渡来します。オス

もメスも綺麗な声でさえずります。オスは綺麗な青色です

が、メスは地味な褐色です。

26 カモ カモ マガモ オカヨシガモ 530 85 460-580 冬 川辺 北半球
植物の葉や種

子、昆虫
つまみ取り 16.0%

北半球に広く分布している。日本には冬鳥として渡来します

が、北海道東部と本州の一部では繁殖します。メスは黒いく

ちばしで体も全体的に黒いが、オスはくちばしはオレンジで

全体的に明るい。

404



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

27 カモ カモ オシドリ オシドリ 747 93 おす450めす410 漂 川辺 東アジア
植物の種子、ド

ングリ類
つまみ取り 12.4%

東アジアに住んでいる。日本でも子育てをし、巣は大木の穴

の中につくる。ドングリが好物。
101

28 カモ カモ マガモ オナガガモ（2体平均） 530 189.5 おす750めす530 冬 市街地 北半球 植物の葉や種子 つまみ取り 35.8%
北半球に広く分布している。日本では冬鳥。オスは名前の通

りピンと突き出た長い尾羽を持っている。

29 スズメ ホオジロ ホオジロ カシラダカ（2体平均） 99.75 39.875 150 冬 農耕地、草地

ユーラシア大陸北部（繁殖

地）、日本、朝鮮半島、中国

南部（越冬地）

種子、昆虫 つまみ取り 40.0%

冬鳥として本州以南に渡来する。名前は、冠羽が立って見え

るので、「頭が高い」という意味です。オスのさえずりは、

とても美しい。草原などの開けた環境で、草の種を食べてい

る。スズメのような地味な色をしているのは、開けた所で暮

らしているため、敵に見つかりにくいようにだと考えられ

る。

30 カモ カモ マガモ カルガモ 530.2 82 600 留 川辺 東アジア、南アジア
植物の葉や種

子、昆虫
潜水 15.5% 日本では留鳥。くちばしの先が黄色いのが特徴。 100-0010

31 スズメ カワガラス カワガラス カワガラス（2体平均） 218.5 58.25 220 留 川辺 東アジア、南アジア
水生昆虫、魚、

魚の卵
潜水 26.7%

留鳥として全国の山の川に生息している。巣は滝の裏や岩の

すき間などに、コケを使って作る。スズメ目の中で唯一水に

潜れるが、最高で深さは2ｍほど。激しい水の流れの中を翼

を使って潜り、石の下にいるカゲロウの幼虫などを探して食

べる。冬でも水に潜るタフガイ。

32 ブッポウソウ カワセミ カワセミ カワセミ（6体平均） 185 40 170 留 川辺
日本、ユーラシア大陸、東南

アジア、アフリカ
魚 潜水 21.6%

水中に飛び込んで魚を捕まえる。一時期数が減ったが、最近

では都市でもみられる。川岸の崖などに穴を掘って巣をつく

る。足がとても変わっていて、6本の足指が途中からくっつ

いている。これは巣穴をほる時、スコップのように土をかき

だすのに使う。

33 スズメ アトリ ヒワ カワラヒワ（5体平均） 138 45.2 135 留 農耕地、草地 東アジア、カムチャツカ半島 種子 つまみ取り 32.8%

北海道では夏鳥。冬になると外国から渡ってくる亜種もい

る。ひなにも種子のみを与えて育てる。くちばしが固くて太

いのは、主な食べ物が種子だから。

34 キジ キジ キジ キジ（６体平均） 717 326 おす810めす560 留 農耕地、草地 日本（北海道と沖縄を除く）
植物の芽や種

子、昆虫
つまみ取り 45.5%

日本の固有種。繁殖期には、オスは何羽ものメスとつがいに

なる。日本の代表的な鳥として、「国鳥」に選ばれた。

35 ハト ハト キジバト キジバト 296 129 330-350 漂 市街地 東アジア、インド 種子、果実 つまみ取り 43.6%

街中でふつうにみられる最も身近なハト。デーデーポッポー

と鳴く。胸を張った独特な姿は、翼を動かす筋肉が発達して

いるため。力強く羽ばたき、かなりのスピードで飛ぶことが

できる。尾羽が抜けやすくなっているのは、タカなどの敵に

つかまれた時、抜けて逃げやすくするため。

549

36 スズメ ヒタキ キビタキ キビタキ（4体平均） 122.5 46.75 135 夏 森林

日本、サハリン、中国北部の

一部（繁殖地）、東南アジア

（越冬地）

昆虫、果実 つまみ取り 38.2%

夏鳥として、九州以北の高い山の森に渡来している。沖縄な

どは留鳥。繁殖地は、日本とサハリン、中国北部の一部にし

かない。メスは地味な褐色だが、オスはとても綺麗な色をし

ている。

37 スズメ レンジャク レンジャク キレンジャク（2体平均） 203.75 52.75 195 冬 森林 日本、中国南部の一部 昆虫、果実 つまみ取り 25.9%

尾羽のｓ気が黄色いのが特徴。本州の中部地方より北に多く

わたってくる。子育ての時以外は、いつも果実を食べてい

る。なかなか見つけることは難しい。それは、普通の渡り鳥

は、毎年同じ場所に渡ってくるが、レンジャクの場合そうと

は限らないからだ。とにかく大好きな果実を探しているの

で、北の南にはいかなくなってしまう。だから、日本へ全く

来ない年もある。



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

38 カモ カモ ハジロ キンクロハジロ 354 64 400-470 冬 川辺 日本、ユーラシア大陸
水草や植物の種

子、水生昆虫
潜水 18.1%

湖や沼、公園の池などで越冬する。よく水に潜る。北海道で

ごく少数が繁殖する。平たいくちばしで、水面や水中の細か

い食べ物を逃さずにとらえることができる。くちばしの先ま

で神経が通っているので、触っただけで食べられるものかど

うか判断することができる。また、足指に水かきがあり、泳

ぎや潜水が得意だ。

168 オス

39 キジ キジ ギンケイ 972 630 オス：1200 メス：600 留 森林 中国、チベット、ミャンマー 植物の芽、昆虫 つまみ取り 64.8% オスは体長が長いが、その半分は長い尾羽。 1-95 オス

40 ペリカン サギ コサギ クロサギ 648 150 580-660 留 海 西太平洋 魚、甲殻類 つまみ取り 23.1%

磯やサンゴ礁などの海岸で生活するサギ。黒色型と白色型の

2つがあり、本州では黒色型が多く、南西諸島では両方の方

が見られる。「粉」

111 オス

41 スズメ ツグミ ツグミ クロツグミ（3体平均） 319 71 215 夏 森林 日本、中国南部の一部 昆虫、果実 つまみ取り 22.2%

九州以北に、夏鳥として渡来。繁殖地は、日本と中国の一部

にしかない。普段は、地上に降りて幼虫やミミズなどを探し

ている。

42 コウノトリ コウノトリ コウノトリ コウノトリ 1271 326 1100-1150 留 農耕地、草地 日本、ロシア、中国 魚、小動物 つまみ取り 25.6%
特別天然記念物に指定されている。東アジアに住むコウノト

リの仲間。日本には、冬鳥としてまれに渡ってくる。
89

43 チドリ ウミスズメ エトロフウミスズメ コウミスズメ 180 26 150 冬 海 千島列島
ケンミジンコ、

小魚
潜水 14.4% 海に潜水して獲物を捕食。 67

44 カモ カモ マガモ コガモ（2体平均） 360 66 340-430 冬 川辺 北半球
植物の葉や種

子、昆虫
潜水 18.3%

北半球に広く分布し、日本には秋に渡来し、冬を越します。

本州の一部と北海道で繁殖しています。日本のカモの中で一

番小さな種です。翼の緑色は、「翼鏡」と呼ばれている。

45 ペリカン サギ コサギ コサギ（2体平均） 515 96 610 留 川辺

日本、ユーラシア大陸、アフ

リカ、オーストラリア、

ニューギニア島

魚、水生昆虫 つまみ取り 18.6%
足指が黄色い小型のサギ。水の中で足を震わせて、岩陰の魚

を追い出して捕まえる習性がある。日本に一年中いる。

46 スズメ ヒタキ サメビタキ コサメビタキ 142.8 47 130 夏 森林

日本、極東ロシア、ヒマラヤ

山脈（繁殖地）、東南アジ

ア、インド（越冬地）

昆虫、果実 つまみ取り 32.9%
夏鳥として、九州以北の森林に渡来し、繁殖する。オスもメ

スも地味な灰褐色。
AV164

47 フクロウ フクロウ コノハズク コノハズク 190 65 200 漂 森林

日本（北海道）、ユーラシア

大陸、アフリカ、インドネシ

ア

昆虫、節足動物 待ち伏せ、狩り 34.2% Z0102009000006001 オス

48 スズメ フウチョウ フウチョウ コフウチョウ 270 114 330 ----------- 森林 ニューギニア島 果実、昆虫 つまみ取り 42.2%
高い木の上に数羽のオスが集まり、飾り羽を広げてメスに求

愛。別名「極楽鳥」
Z010210000000116 オス

49 スズメ ヒタキ コマドリ コマドリ(2体平均） 159.5 48 140 夏 森林

日本、サハリン、（繁殖

地）、台湾、中国南部（越冬

地）

昆虫 つまみ取り 30.1%

日本とサハリンだけで繁殖する夏鳥。「ヒンカララララララ

ラ」とさえずる音が馬（駒）の鳴き声に似ていることからこ

の名前が付いた。

136、不明

50 スズメ ムクドリ ムクドリ コムクドリ 167 49 190 夏 森林
日本、サハリン（繫殖地）、

フィリピン（越冬地）
果実、昆虫 つまみ取り 29.3%

夏鳥として本州中部以北に渡来。繁殖地は日本とサハリンし

か分かっていない。
未登録 オス

51 スズメ ヒタキ コルリ 140 43 140 夏 森林

日本、ロシア、中国東北部

（繁殖地）、東南アジア（越

冬地）

昆虫 つまみ取り 30.7%
夏鳥として本州中部以北の山に渡来。笹の中にいることが多

く、なかなか姿を見せない。
AV601 オス

52 ペリカン サギ サンカノゴイ サンカノゴイ 691 110 640-800 留 川辺
日本、ユーラシア大陸、アフ

リカ
カエル、魚 つまみ取り 15.9%

ヨシ原に住む大きなサギ。枯草のような体の色をしていて、

敵に見つかりにくい。日本でも繁殖する。
291



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

53 スズメ カササギヒタキ カンコウチョウ サンコウチョウ 400 296 おす450めす175 夏 森林 日本、台湾、フィリピン 昆虫 つまみ取り 74.0% 尾羽がとても長い。（繁殖期のオス） オス

54 ペンギン ペンギン ジェンツーペンギン ジェンツーペンギン 750 140 510-900 ---- 海

フォークランド諸島、サウス

ジョージア、サウスサンド

ウィッチ諸島、南極半島（サ

ウス・シェトランド諸島を含

む）、ケルゲレン諸島、マッ

コーリー島、ハード島とマク

ドナルド諸島、クローゼ諸

島、サウス・オーク―二―諸

島、プリンスエドワード島

主にオキアミ 潜水 18.7% ペンギンの中で最も速く泳ぐ 松島水族館（生存個体）

55 スズメ シジュウカラ シジュウカラ シジュウカラ 120 60 125-140 留 森林 東アジア 昆虫、木の実 つまみ取り 50.0%

街中でもよく見られる。オスは、腹の黒い線がメスよりも太

いことで見分ける。小さな体を活かして枝先にぶら下がり、

昆虫やクモ、植物の実などを見つけてたべる。幹に空いた穴

に巣をつくり、巣箱も良く使う。

181

56 スズメ シジュウカラ シジュウカラ シジュウカラ（2体平均） 122 53.5 125-140 留 森林 東アジア 昆虫、木の実 つまみ取り 43.9%

街中でもよく見られる。オスは、腹の黒い線がメスよりも太

いことで見分ける。小さな体を活かして枝先にぶら下がり、

昆虫やクモ、植物の実などを見つけてたべる。幹に空いた穴

に巣をつくり、巣箱も良く使う。

57 スズメ アトリ シメ シメ（5体平均） 188 55 185 漂 森林 日本、ユーラシア大陸 種子、昆虫 つまみ取り 29.5%
冬鳥として全国に渡来するが、本州中部以北では繁殖もして

いる。夏になると、くちばしの色が鉛色に変わる。

58 スズメ ツグミ ジョウビタキ ジョウビタキ 137 61 150 冬 森林

ロシア、中国、朝鮮半島（繁

殖地）、日本、中国南部、台

湾（越冬地）

昆虫、果実 つまみ取り 44.5%
冬鳥として、全国の河原や農耕地など開けた環境にわたって

くる。住宅地でもよく見かける。

59 スズメ ヒタキ ツグミ シロハラ（24体平均） 234 87 240 冬 市街地
日本、朝鮮半島、ロシア、中

国南部、台湾

昆虫、ミミズ、

果実
つまみ取り 37.4%

冬鳥として全国に渡来し、公園の林などでもみられる。ごく

少数が、広島県などで繁殖している。

60 カモ カモ ハジロ スズガモ 360 50 おす460めす430 冬 海 北半球 貝類、魚 潜水 13.9%
海にいるカモ。海水の塩分を排出する器官があり、潜水して

貝を食べる。数万羽の大群で冬を越す。

61 スズメ スズメ スズメ スズメ（10体平均） 139 49 145 留 市街地
日本、ユーラシア大陸、東南

アジア
種子、昆虫 つまみ取り 35.3%

日本では人家のそばでしか見ないが、ヨーロッパなどでは森

林に生息している。おもに草原などの開けた場所に住み、草

の種を食べている。人間とのかかわりが深い。ヨーロッパや

アジア、アフリカの広い地域で見られるが、起源はアフリカ

だと考えられる。アメリカやオーストラリアにもみられる

が、これらは人間が放したもの。基本的に渡りをしない。ま

た、強いオオタカを利用して繁殖することがある。だが、オ

オタカがスズメを襲うことはあまりない。

62 スズメ ソウシチョウ ソウシチョウ 240 58 140-150 留 森林 東アジア、ヒマラヤ山脈周辺 昆虫、果実 つまみ取り 24.2%

美しい姿のため、昔からペットとして飼われていたのが逃げ

出し、その鳥が日本で繁殖している。声も美しい。熱帯や亜

熱帯ーの森の藪に住み、主に地上で行動している。翼が小さ

く丸いので遠くまで飛べず、渡りはしない。

616



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

63 チドリ シギ タシギ タシギ（3体平均） 213 52 270 冬、旅 農耕地、草地

ユーラシア大陸、北アメリカ

（繁殖地）、日本、南アメリ

カ、アフリカ南部、東南アジ

ア（越冬地）

土壌生物、昆虫 つまみ取り 24.4%
日本に冬鳥として渡ってくる。水田や池、川などに生息して

いる。

64 タカ タカ チュウヒ チュウヒ（2体平均） 481 240.5 おす480めす580 冬 農耕地、草地 東アジア、東南アジア
小型哺乳類、鳥

類
待ち伏せ、狩り 50.0%

ヨシ原に住むタカ。翼をＶ字に広げて滑るように飛んでネズ

ミなどを探す。主に冬鳥だが、本州の一部で繫殖している。

65 ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 316 140 300-400 冬 森林
日本、ユーラシア大陸、アフ

リカ

昆虫、鳥類、小

型哺乳類
待ち伏せ、狩り 44.3%

ひらひらした特徴のある羽ばたき方で飛ぶ。崖に巣をつくる

が、都市のビルの排気口や鉄橋のすき間などに巣をつくるこ

ともある。長野県中野市の集団繁殖地は天然記念物。

465 メスJ

66 スズメ ツグミ ツグミ ツグミ（7体平均） 229 85 240 冬 農耕地、草地

ユーラシア大陸、カムチャッ

カ半島（繁殖地）、日本、中

国南部（越冬地」）

昆虫、ミミズ、

果実
つまみ取り 37.3%

冬鳥として全国に渡来し、市街地でもよく見られる。個体に

よっていろいろな模様のパターンがある。

67 カッコウ カッコウ カッコウ ツツドリ 330 150 330 夏 森林

シベリアから中国南部、ヒマ

ラヤ地方（繁殖地）、東アジ

アからオーストラリア（越冬

地）

昆虫（特に毛

虫）
つまみ取り 45.5% 特に無し 不明 オス

68 スズメ ツバメ ツバメ ツバメ 150 66 170 夏 市街地 極地と砂漠を除く全世界 昆虫 つまみ取り 44.0%

夏鳥として鹿児島の種子島より北に渡来し、繁殖する。ごく

少数は、冬も日本に留まる。奄美大島や沖縄では旅鳥。巣は

人口の建物にしか作らない。身近な鳥の中で、最も空中生活

に適応した鳥。先のとがった長い翼と長い尾羽で空中を自由

自在に飛び回り、飛んでいる昆虫をキャッチして食べる。そ

のため、くちばしは短く小さいが、大きく開けられるように

なっている。また、水浴びも水を飲むのも飛びながら行う。

尾が長いのがオス。

159

69 ハト ハト カワラバト ドバト 295 95 300 漂 森林
日本、ユーラシア大陸東部、

中国南部、東南アジア

昆虫、ミミズ、

果実
つまみ取り 32.2% カワラバトを家禽化したものがドバト。 460

70 スズメ ツグミ トラツグミ トラツグミ（11体平均） 279 101 310 漂 森林
日本、ユーラシア大陸東部、

中国南部、東南アジア

昆虫、ミミズ、

果実
つまみ取り 36.1%

山の森にすんでいて、よるにヒョーヒョーと不気味な声で長

い時間冬は、市街地の公園でもみられる。

71 スズメ ヒタキ ノゴマ（2体平均） 149 52 155 冬、旅 農耕地、草地

日本、モンゴル、ロシア、中

国東北部（繁殖地）、東南ア

ジア（越冬地）

昆虫 つまみ取り 34.8%
北海道に夏鳥として渡来する。春と秋に、渡りの途中で本州

に来ることもある。

72 スズメ ホオジロ ホオジロ ノジコ 131.6 57 140 夏 森林 中国、台湾、フィリピン 昆虫、種子 つまみ取り 43.3%
北海道に夏鳥として渡来する。春と秋に、渡りの途中で本州

に来ることもある。
AV240

73 タカ タカ ハイタカ ハイタカ（3体平均） 340 142 おす310めす390 漂 市街地
ユーラシア大陸、アフリカ北

部、日本
鳥類 待ち伏せ、狩り 41.9%

森林に住んでいる。オオタカに似ているが、体が小さく、狙

う鳥も小鳥。

74 カモ カモ マガモ ハシビロガモ（2体平均） 527 72 430-560 冬 川辺 北半球
藻類、水生動

物、植物の種子
潜水 13.7%

平たく、おおきなくちばしのふちがくしのようになってい

て、水中の藻などの小さな食べ物が取れるようになってい

る。

75 スズメ カラス カラス ハシブトガラス 602.7 198 570 留 市街地 東アジア、インド
動物の死骸、果

実
つまみ取り 32.9%

本来は森にすむ鳥だが、都市に暮らすものもいて、ごみを荒

らして問題になる。雑食だが、肉や果実を好む。
不明



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

76 ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ 433 109 オス380- 50メス 60-510 留 川辺 南極を除いた全世界 鳥類 待ち伏せ、狩り 25.2%

海岸などの開けた場所に住み、鳥を高速で追いかけて追いか

けて捕らえる。崖の岩だなに巣をつくるが、最近では都市の

ビルで繁殖する例が増えている。

228 オスJ

77 ツル クイナ バン バン 300 111 350 夏 川辺
オーストラリアを除いた全世

界

昆虫、甲殻類、

植物の葉や種子
つまみ取り 37.0%

オーストラリアを除く全世界の温帯と熱帯の地域で見られ

る。都市の公園の池でも観察できる。肉が美味しく、タカ狩

りの獲物として好まれる。

481

78 スズメ シジュウカラ シジュウカラ ヒガラ 95 36 110 留 森林 日本、ユーラシア大陸 昆虫、種子 つまみ取り 37.9% 針葉樹の林に多くいる。小さな体で枝先を動き回る。 406

79 ツル クイナ ヒメクイナ ヒクイナ 178.4 46 230 夏 川辺 日本、東南アジア、インド 水生昆虫 つまみ取り 25.8%
日本全国で繁殖している。北海道や東北地方では夏鳥です

が、それ以外は留鳥です。
Z0102-02000002001

80 カモ カモ マガモ ヒドリガモ 456 100 オス530メス430 冬 川辺 日本、ユーラシア大陸 植物の葉 つまみ取り 21.9%

ユーラシア大陸に広く分布しているカモで、日本では冬鳥。

草を引きちぎるように厚みがあるくちばしを持ち、陸の植物

をよく食べる。

81

81 スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ（4体平均） 272 111 275 漂 市街地 日本、朝鮮半島、台湾
昆虫、果実、花

の蜜
つまみ取り 41.0%

かつて夏は山にいて、冬に平地に降りてくる鳥でしたが、

1982年代から、夏でも平地で繁殖するようになった。ヒヨド

リ科で最も北に住んでいる。日本ではヒヨドリはどこにでも

いる鳥だが、実は世界的にみても日本と韓国、台湾など狭い

地域にしかいない珍しい鳥。尾羽が長い。

82 スズメ レンジャク レンジャク ヒレンジャク 153 47 180 冬 森林
日本、ロシア、中国、朝鮮半

島
果実、昆虫 つまみ取り 30.7% 尾羽の先が赤いレンジャク。西日本で多く見られる。 Z0102-00100007001

83 スズメ フウチョウ フウチョウ フウチョウ 277 105 345 ------ 森林 オーストラリアの熱帯 果実、昆虫 つまみ取り 37.9%

オスは様々な飾り羽を持ち、それを広げたりダンスを踊った

りしてメスに求愛をする。羽が広がった求愛中のオスはどこ

が頭かわからないくらい派手な姿になる。一方メスは、地味

で飾り羽もない。子育てはメスだけで行うので、地味な色は

敵に見つからないため。カラスと共通の祖先を持つを考えら

れている。

Z0102-10000000117 オス

84 ブッポウソウ ブッポウソウ ブッポウソウ 261 80 270-320 夏 農耕地、草地
東アジア、東南アジア、オー

ストラリア
昆虫 つまみ取り 30.7%

大木がある神社や、低い山の林に生息。カタツムリのからや

貝殻をヒナに食べさせて、食べた昆虫を筋胃ですりつぶすの

に使うと考えられている。日本のブッポウソウは、とても数

が少なく、電柱や鉄橋などに巣箱を掛ける保護活動が行われ

ている。頑丈なくちばしが特徴。空中で昆虫を捕らえて食べ

る。

17

85 ペンギン ペンギン ケープペンギン フンボルトペンギン 600 55 640-690 ---- 海

フンボルト海流沿岸部（分

布）、チエロ島プニウィル、

チリのアルガロボ、フォカ島

（繁殖地）

魚、甲殻類、イ

カ
潜水 9.2% 個体数が近年、減っている。 松島水族館（生存個体）

86 スズメ ホオジロ ホオジロ ホオジロ 173 72 16.5 留 農耕地、草地

シベリア南部、中国から沿岸

地方、朝鮮半島、日本、東ア

ジア

昆虫、種子 つまみ取り 41.6% カッコウに托卵されることがある。 AV- 595

87 スズメ カラス ホシガラス ホシガラス 318.2 121 320-340 留 森林
ユーラシア大陸の寒帯、亜寒

帯
種子 つまみ取り 38.0% 高山にいるカラス。 Z0102-0010043001

88 カモ カモ ハジロ ホシハジロ 450 52 420-580 冬 川辺 日本、ユーラシア大陸 水草 潜水 11.6%
湖や池で見られ、潜水して食べ物を獲る。日本ではほとんど

が冬鳥。ごく少数が北海道で繁殖。
124 オス

89 カッコウ カッコウ カッコウ ホトトギス 280 130 280 夏 森林

日本、中国、朝鮮半島（繁殖

地）、インド、東南アジア

（越冬地）

毛虫 つまみ取り 46.4%
全国に夏鳥として渡ってくるが、北海道は南部にしかいな

い。よくウグイスに托卵する。
AV157 オス



目 科 属 種類名 全長（mm） 尾羽（ｍｍ） 一般的な体長（㎝） 渡り 生息環境 住む地域 食べるもの 食べ物の捕獲方法 全長と尾羽の比率 尾羽/全長） その他 標本番号 雄雌

90 カモ カモ マガモ 554 80 500-560 冬 川辺 北半球
植物の葉や種

子、昆虫
つまみ取り 14.4%

日本には冬越しのために来る鳥も多いが、本州の山地と北海

道は繁殖もしている。
439 オス

91 スズメ ツグミ ツグミ マミチャジナイ 203 70 230 冬、旅 森林 アジア
昆虫、貝類、果

実
つまみ取り 34.5% 特に無し AV556

92 ペリカン サギ ミゾゴイ ミゾゴイ 265 56 490 冬、旅 川辺 日本と東南アジア
ミミズ、サワガ

ニ、昆虫
つまみ取り 21.1%

世界でも日本にのみ繁殖するとても貴重なサギ。近年大変数

が少なくなってきている。
54

93 チドリ カモメ ミツユビカモメ ミツユビカモメ 370 116 380-400 冬 海 太平洋、大西洋、北極海 魚類、軟体動物 つまみ取り 31.4%
数少ない外洋性のカモメ。日本では冬鳥だが、若鳥は夏でも

知床半島で見られる。
383 メス

94 スズメ カラス カラス ミヤマガラス 402 145 440-460 冬 森林 日本、ユーラシア大陸 昆虫、種子 つまみ取り 36.1%
冬になると大群で渡ってくる。九州な主な越冬地だったが、

1990年頃から全国で見られる。
280 メス

95 スズメ ムクドリ ムクドリ ムクドリ（3体平均） 214 62 220 留 市街地 東アジア 果実、昆虫 つまみ取り 29.1%

九州以北で一年中みられる。沖縄では冬鳥。よく戸袋に巣を

作る。数万羽の群れになることがある。近年は繁華街の街路

樹に大群で集まり問題になっている。

96 チドリ チドリ ムナグロ ムナグロ 244 62 230-260 旅 川辺

ユーラシア大陸東部、北極海

沿岸（繁殖地）、東南アジ

ア、オーストラリア（越冬

地）、日本

ゴカイ、カニ、

昆虫
つまみ取り 25.4%

夏羽は顔からお腹が黒い中型のチドリ。春と秋の２回、渡り

の途中に水田や内陸の湿地で多く見られる。
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97 スズメ メジロ メジロ メジロ（2体平均） 113 39 100-115 留 森林 日本、中国南部
花の蜜、昆虫、

果実
つまみ取り 34.5%

街中でも普通に見られる小鳥。花の蜜が好物で、冬にツバキ

の花をよく訪れる。

98 スズメ ムシクイ ムシクイ メボソムシクイ 116 44 130 夏 森林
日本、ユーラシア大陸（繁殖

地）、東南アジア（越冬地）
昆虫 つまみ取り 37.7% 北海道から九州の森に渡来する。

99 スズメ モズ モズ モズ（4体平均） 184 78 200 留 森林 東アジア 小動物 待ち伏せ、狩り 42.5%
日本全国で見られるが世界的に見ると東アジアにしかいない

貴重な鳥。求愛する時に他の鳥の鳴きまねをする。

100 チドリ シギ ヤマシギ ヤマシギ（3体平均） 326 82 330-350 留 農耕地、草地 日本、ユーラシア大陸
ミミズなどの土

壌生物
つまみ取り 25.2%

森に住む夜行性のシギ。冬は都市の公園で見られることもあ

る。目が頭の真横についていて360度見渡せる。

101 ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ ヤマセミ 518 115 410-430 留 川辺 日本、中国 魚 潜水 22.2%
主に山地の川で見られる。興奮すると立てる頭の冠羽は8㎝

にもなる。
60 メス

102 キジ キジ ヤマドリ ヤマドリ・オス 1,250 952 おす875-1360めす510-5 0 留 森林 日本（北海道と沖縄を除く）
植物の種子、果

実、昆虫
つまみ取り 76.2%

日本固有種。オスの尾羽はとても長く、約92㎝もある。すん

でいる地域によって色が少しずつ違う。威嚇や警戒の為に翼

を打ち合わせて音を出す。

オス

103 キジ キジ ヤマドリ ヤマドリ・メス（3体平均） 550 220 おす875-1360めす510-5 1 留 森林 日本（北海道と沖縄を除く）
植物の種子、果

実、昆虫
つまみ取り 40.0%

日本固有種。オスの尾羽はとても長く、約93㎝もある。すん

でいる地域によって色が少しずつ違う。威嚇や警戒の為に翼

を打ち合わせて音を出す。

メス

104 ペリカン サギ ヨシゴイ ヨシゴイ 303 42 300-400 夏 川辺 日本、東南アジア 水生昆虫、魚 つまみ取り 13.9%

とても小さなサギで、水辺のヨシやガマが生えている場所に

いる。日本には夏鳥として渡来し、冬は東南アジアで過ご

す。
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105 ヨタカ ヨタカ ヨタカ ヨタカ 241 116 290 夏 森林
インド、東南アジア、東アジ

ア
昆虫 つまみ取り 48.1%

九州以北に飛来する。くちばしは小さいが、目の下まで口が

裂けていて、大きく開くのが特徴。この大きな口をあけなが

ら飛び回って昆虫を捕らえる。昼間は木の枝などで休んでい

るが、樹皮の色と同じような羽の色なので敵に見つかりにく

くなっている。

Z0102-10000000063

106 スズメ ヒタキ ルリビタキ（3体平均） 127 53 130-150 漂 森林

日本、ユーラシア大陸東部

（繁殖地）、東南アジア（越

冬地）

昆虫、果実 つまみ取り 41.6% 夏は山の森で繁殖するが、冬は平地の雑木林に住む。




